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 山形英語研究会の会員であり，山形大学においても長年にわたって英
語学分野をご担当されている佐々木正彦先生が平成 29 年 3 月末で定年
退職を迎えられました。今までですと後任人事が行われるところですが，
大学がポストを新設し，佐々木先生にお残りいただけることになりまし
た。29 年 4 月からは「山形大学名誉教授」でありながら「山形大学短期
契約期限付教員（教授）」として授業をご担当いただくと共に，今まで通
り卒業研究指導教員も可能となりました。英語学の分野はしばらく安泰
です。 
 佐々木先生に今しばらくのご活躍が担保されましたので，どうも定年
退職されたという実感がわきません。研究室も今まで通りです。しかし，
ひとつの節目であることには変わりありませんので，佐々木先生の略歴
をご紹介し，山形大学でのご活躍の一部を書きとどめたいと思います。 
 佐々木正彦先生のご専門は英語学（英語語用論）です。お生まれは昭
和 27 年（1952 年）1 月 4 日，ご出身は宮城県加美郡色麻町です。宮城
教育大学卒業後，東北大学大学院文学研究科英語学専攻博士課程に進ま
れ，後期課程中の昭和 53 年（1978 年）4 月に山形大学教育学部に着任
されました。 
 爾来 39 年山形大学に奉職され，その間における特に大きい功績とし
ては，大学運営では，大学の寮問題の解決（平成 11 年～13 年），副学部
長＋学部長代行（平成 26 年～28 年），学会運営では，東日本大震災直後
の全国英語教育学会山形研究大会の大会実行委員長としての実施をあげ
ることができます。 
 筆者が佐々木先生に初めてお目にかかったのは平成 7 年になります。
それは，教養部解体が決まり，平成 8 年度から教育学部に配置換えにな
る少し前です。そのときの印象は，声が大きい，体も大きい，押しが強
そう，おっかなそうというものでした。それらは，今でも，確かにその
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通りであるかもしれませんが，その後お付き合い，ご指導を賜りますと，
見習わなければいけない数々の事柄がみえてきます。 
① 体が大きいのは確かに馬力がある。どんなに仕事が忙しくても，学生
指導は絶対に手を抜かない。夜遅くまで学生を指導した後，夜中や明け
方まで，ときには徹夜で学校の仕事をする。 
 このような佐々木先生の姿，すなわち，寝食を忘れて学生指導をする
ことはなかば当然であり良いことであると筆者は思ってきました。とこ
ろが，平成 16 年 4 月 1 日以降，国立大学法人職員は教育公務員特例法
適用から外されました。一般労働者として扱われます。勤務時間の管理
等に関してもだいぶ変わってきました。教育に携わるものとしての自負
と気概がなくなるのではないかと心配です。 
② 佐々木先生は学部の情報誌 Creation に，大学の寮問題の解決に取り
組んだ 2 年間（平成 11～12 年度）は，教員でありながら学生と対峙す
るのがつらかったと当時を振り返っておいでです。寮問題の解決は，先
ほど述べた，「声が大きい，体も大きい，押しが強そう，おっかなそう」
が良い方向に作用した結果，佐々木先生だから解決できたと思われる事
案です。 
 その後，当局・学長サイドからご褒美がつきました。高額の予算であ
ったのですが，全額をＬＬ教室の設備費に当てられました。このことは
英語の先生方でもご存じないかもしれません。もう時効であると思い書
きましたが，佐々木先生の一面をあらわすものであります。 
 寮問題の後日談としては，何年か前まで，寮問題の当事者学生が，徒
党を組んで研究室に押しかけてきたりしておりました。そのたびに，研
究室から離れるようにとの連絡が事務サイドからあり，今では懐かしい
思い出となっております。「佐々木だけは許さない」と叫んでいた寮問題
の当事者学生をよくコントロールされたものだと思います。東大の入学
試験中止が昭和 44 年（1969 年）で佐々木先生が高校 2 年生のときです。
学生紛争最後の時代を過ごされた佐々木先生ですので，学生の気持ちを
察することができたのかもしれません。 
③ 佐々木先生の馬力に関しもう一つ書きます。東日本大震災から 7 年
になりますが，ちょうどその年，山形で全国英語教育学会が予定されて
いました。佐々木先生を除く教員は当然中止だと思っていたところ，佐々
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木先生の「東北でやることに意義があり，やらなければダメだ。」の一声
で実施になりました。佐々木先生はまさに機関車です。強力に牽引され
ました。まだ，電気の安定供給がなされず停電の恐れがある時期です。
発表の途中でプロジェクターが使えなくなったときの措置を発表者に連
絡しながらの研究大会でした。終わってみれば学会の歴史に残る大変好
評な大会となりました。 
 佐々木先生，在職 39 年，本当にお疲れ様でした。引き続き今しばら
く学生指導，授業等でお世話になります。よろしくお願い申し上げます。 
 最後に，この紙面をお借りして山形英語研究会について申し上げます。
山形英語研究は 5 年ぶりの発刊になります。その間に組織等が変化して
おり，それらの報告をします。 
 山形英語研究会の母体は，平成 17 年に教育学部から一般学部の地域
教育文化学部に改組しました。英語の教員は児童教育コースと異文化交
流コースに別れました。その後，大学院教育学研究科がなくなり，大学
院教育実践研究科（教職大学院）がスタートして，会員に大学院と学部
を担当するいわゆるダブルカウント教員 1 名を含む総勢 7 名となりまし
た。平成 28 年度からは，佐々木先生が副学部長として責任者となり進
めた，8 コースを 2 コースとする学部内改革が行われ，学部の英語教員
は全員児童教育コース所属となりました。そして冒頭で述べた通り，佐々
木先生が学部に残られることになったので，平成 29 年度以降も 7 名の
会員に変化ありません。 
まさに大学改革の荒波にもまれる小船の如き感はありますが，今後と
も山形英語研究会をどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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